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名で平均年齢は 65.3歳である。胃癌の進行度は 4名ともステージⅡで術式は 3名が幽門側胃切除術（再
建：2名が Roux-en-Y法、1名が Billroth－1法）、1名が胃全摘（再建：Roux-en-Y法）であった。4
名とも家族と同居し主に妻が食事の管理を行っていた。さらに退院後は復職を予定していた。2．対象
者の主体的取り組みの内容と胃癌術後患者に必要な看護支援：対象者個々の特徴があるが共通している
主体的取り組みには、胃切除後の内臓感覚や身体症状を自分なりに分析していること、専門職の指示を
守っていること、家族の支援を積極的に取り入れていること、自分の体や環境に合った食事の工夫をし
ていることなどであった。また、精神的安定を図る為の取り組みも行っていた。これらから、術後の患
者には、機能的に食べられないことへの支援、食べることに慣れる支援とともに心理的に食べられない
（食欲そのものの欠如）事への支援を積極的に行いながら、必要な生活習慣の変更ができるように継続
的な支援を行っていくことが重要であることが示唆された。 
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